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東海大学医学部附属病院泌尿器科の

開院以来15年 間の手術統計
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   Operations on inpatients during the 15-year period from 1975 to 1989 were analyzed statistically. 
A total of 3,791 operations were performed at our Department of Urology,  including 717  opera-
tions on the kidney, 316 operations on the ureter, 583 operations on the bladder, 811 operations 
on the prostate, 136 operations on the urethra, 1,097 operations on the scrotum, 43 operations on 
the adrenal gland, 19 operations on the retroperitoneal space and 69 operations on other 
organs. 

                                                    (Acta Urol. Jpn. 38: 99-107, 1992) 
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緒 言

1975年2月 の東海大学医学部附属病院開院以来1989

年12月 で15年 が経過 した.わ れわれはすでに1975年2

月 より1978年2月 までの手術統計1),1978年3月 より

1981年12月 までの手術統計2),さ らに1982年1月 より

1984年3月 までの手術統計3)を おのおの泌尿紀要誌に

報告 した.今 回これらの報告を 含め1975年2月 より

1989年12月 までの15年 間の中央手術室で行われた泌尿

器科手術を集計したので報告する.な お,同 一患者の
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TableI・ 年 別 年 齢 布分

Table1-1男 性

年 齢(歳)1975～771978～801981-831984-861987-89計

0～9

10～19

20～29

30-39

40-49

50-59

60・-69

70～79

80-89

90一

109

14

34

41

50

54

103

io6

17

0

128

46

88

77

69

85

U6

128

23

0

131

33

36

58

60

79

105

U6

24

1

131

38

25

妬

50

85

95

)50

38

4

92

⑭

37

37

41

62

131

U3

鍋

0

59亘

正75

220

259

270

365

550

613

146

5

計 528 760 643 662 601 3194

Table1-2女 性

年 齢(歳)1975-77)978-801981-831984-・861987--89計

O～9

10～19

20-29

30-39

40～49

50-59

60--69

70-79

80～89

90一

5

5

16

23

19

15

10

8

2

0

6

20

如

37

28

39

20

7

3

0

4

9

12

21

18

18

14

10

3

0

2

1

9

】8

21

13

12

8

6

0

6

6

6

9

15

17

15

11

9

旦

23

41

83

108

101

102

71

弱

23

1

計 103 200 109 90 95 597
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複数疾患は別々に計上した,

計上した.

L手 術数

また,再 入院は重複して

臨 床 統 計

過 去15年 間 を 各 々3年 を1グ ル ー プ と して5グ ル ー

プに分 類 した.手 術 総 数 は3 ,791件 で,1978年 か ら80

年 の グル ー プが960件 と最 も多か っ た,男 性 は3,194

件,女 性 は597件 で 男女 比 は5.35=1で あ った.

2.年 齢 別年 次 推 移(Table1-1 ,-2,Fig.1,2)
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Table2.臓 器別 手 術 分 布

臓 器 別 手 術1975-771978-801981-831984-861987～89計

腎

尿

膀

前

尿

立

臓

管

胱

腺

道

陰嚢 ・陰茎

副

後

そ

腹

の

腎

膜

他

Il7

51

85

139

23

199

8

1

8

304

92

110

177

22

228

11

4

12

92

72

110

166

28

250

7

9

18

115

49

135

159

36

228

10

2

18

89

52

143

170

27

192

7

3

13

717

316

583

811

136

1097

43

19

69

計 631 960 752 752 6963791
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男性では,各 年代において件数 比率共に顕著な年

次変化を示 していなかった.女 性では,50歳 以上の占

める比率は開院当初の3年 間は34.0%で あったが年々

増加傾向を示し近年3年 間では55.8%と 半数以上を占
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Table3-1.腎 の 手 術

1975-771978-801981～831984-861987～89 計

腎摘出術

腎部分切除術

腎尿管全摘
膀胱部分切除術

腎・腎孟切石術

PNL

腎孟形成術

腎嚢胞摘出術

腎固定術

開放性腎生検

腎外傷後
腎修復術

その他

16

5

5

31

0

5

9

3

36

0

7

29

3

4

65

1

8

9

1

174

0

10

26

5

8

36

0

8

1

0

4

0

4
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0
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1

14
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千
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0
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0

0

1

4
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引
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Table3-2.尿 管 の 手 術

1975-771978-801981-831984-861987～89言 十

尿管切石術

TUL

尿管膀胱
新吻合術

尿管 ・尿管吻合術

尿管部分切除術

尿路変更術

経尿道的尿管瘤
切除術

下大静脈後尿管
に対する手術

その他

37

0

5

0

0

4

旦

1

3

59

2

13

1

0

}O

1

亘

5

41

0

19

0

0

7

2

0

3

i7

8

12

2

1

7

3

0

2

13

14

10

0

2

3

1

4

5

167

24

59

3

3

28

8

16

18

計 51 92 72 49 52 316
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Table3-3。 膀 胱 の手 術

g7,88,89(1g一 年)

1975-7719フ8～801981～831984～861987-89言 十

TUR.BT(Bx)

経尿道的膀胱異物
(結石)摘 除術

膀胱部分切除術

膀胱全摘術

膀胱切石術

膀胱撰造設術

膀胱整復術

TUR-BN

EHL

膀胱つ り上げ術

骨盤内臓 器全摘術

その他

32

2

6

11

7

5

0

14

0

3

0

5

47

6

7

12

8

9

0

7

0

5

0

9

64

7

2

8

5

4

2

6

0

3

0

9

83

6

9

11

5

9

3

4

0

2

0

3

95

9

1

17

4

1

2

2

3

3

1

4

321

30

25

59

29

31

7

33

3

16

1

30

計 85 llO 110 135 145 585

め るに 至 って い る.

3.手 術 件 数 年 次推 移(Table2,Fig.3-1,-2)

症 例 を臓 器 別 に1)腎 臓,2)尿 管,3)膀 胱,4)前 立

腺,5)尿 道,6)陰 嚢,陰 茎,7)副 腎,8)後 腹 膜,9)そ
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の他 に 分 け て検 討 した.陰 嚢 内 容,陰 茎 に 対 す る手 術

が 従 来 よ り一 貫 して 多 く1,097件(28.9%),つ い で 前

立 腺811件(21.4%o),腎717件(18.9%),膀 胱583件

(15.3劣)尿 管316件(8.3%),尿 道136件(3.6%),

そ の 他69件(1.8%),副 腎43件(1.1%),後 腹 膜19件

(0.5%)で あ った.

4.各 臓 器 別 手 術件 数 年 次 推 移

1)腎 の 手術(Table3一 且,Fig.4)

腎 に対 す る手 術 は717件 で全 体 の18.9%で あ る.術

式 別 に み る と開 放 性 腎生 検 が217件(30.3%)と 最 も多

く,つ い で腎 摘 除術170件(23.7%),腎,腎 孟 切 石 術

159件(22.2%),腎 孟 形 成 術41件(5.7%)の 順 で あ

る.開 放 性 腎 生検 は1978年 か ら80年 を ピー クに激 減 し

て い る.こ れ は 開 院 当初 は 腎 臓 内科 が 当科 に依 頼 して

た ため で,現 在 は腎 臓 内科 が行 って い る。年 次 別に み る

と腎,腎 孟 切 石術 は1986年 を 境 に激 減 して い る,そ れ

に伴 いPNLが 極 端 に 増 加 して い な い の が,他 施 設

と若 干 異 な って い る.腎 摘除 術 は 開 院 当 時 る20%弱 で

あ った が 最近3年 間 で は60%以 上 を 占め るに 至 っ て い

る.こ の 中 に は 良性 疾 患 に よ る単 純,部 分 腎摘 除 術 も

含 まれ るが,超 音波 検 査 の普 及 に よ り腎 癌 の 検 出率 が

向上 した こ とが 大 ぎ な要 因 で あ る.

2)尿 管 の 手術(Table3-2,Fig.5)

尿 管 に 対す る手 術 は316件 で全 体 の8.3%で あ る,術

式 別 に み る と尿 管切 石 術 が167件(52.8%)と 圧 倒 的

に 多 く,つ い で尿 管膀 胱 新 吻合 術,尿 路 変更 術 が これ

に 続 い て い る.し か し最 近 の 内 視 鏡 手 術 の 波 及 で

TULが 増 加 して きて お り,そ れ に 伴 い開 院 時,尿 管

に 対 す る 手術 全 体 の72.5%を 占め た 尿 管 切石 術 は 最 近

は25.0%と 減 っ て ぎて い る.

3)膀 胱の手術(Table3-3,Fig.6)

膀胱に対する手術は583件 で全体の15.3%で ある.

TURが321件 で,年 々増加の傾向を示 している.し

かし浸潤性膀胱腫瘍に対する膀 胱全摘術や骨盤内臓器

全摘術は平均 してお り著しい増加を認めていない.当

院では膀胱腫瘍に対する治療方針は全摘またはTUR

としているため,膀 胱部分切除術は他施設と比較して

少なくなっている.

4)前 立腺の手術(Table3-4,Fig.7)

前立腺に対する手術は特にendourologictechni-

queへ の変化が顕著に現れている.前 立腺肥大症に

対する手術として,開 院時はTUR65.5%に 対 し被

膜下前立腺摘出術は30.2%を 占めていたが現在では全

例にTURを 行 ってお り,1989年 には被膜下前立腺

摘出術は手術 リス トから消失した.最 近では,高 齢の

ハイ リスク患者にはバルーン拡張術を施行している
.

5)尿 道 の手術(Table3-5,Fig.8)

尿道 に対する手術は25件 前後と平均しており,特 に

顕著な傾向は認めていない.

6)陰 嚢内容,陰 茎の手術(Table3-6,Fig,9)

陰嚢,陰 嚢内容 陰茎に対する手術は1,097件 で全

体の28.9%で あった.1981年 か ら1983年 を ピークに軽

度減少傾向を認める.当 院では小児の真性包茎は中央

手術室で全麻下に行われており開院当初はこれらに対

する手術は約40弩 を占めていたが,年 々減少傾向を示

し最近3年 間は28.0%と な っている.精 巣固定術が軽

度増加傾向を示している.

7)副 腎,後腹膜の手術および,後 腹膜 リンパ節清術

(Table3-7)

副腎,後 腹膜に対する手術は件数が少ない為傾向は
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Table3-4.前 立 腺 の手 術

1975～771978-801981～831984-861987～89 計

TUR.P

根 治的前立腺
全摘術

SPP

前立腺 生検

TUR-P後 出血

観 血的止血術

骨盤 内臓 器全摘術

91

1

42

4

1

0

146

4

16

8

2

1

137

2

12

12

3

0

147

2

2

8

0

0

154

7

0

4

1

4

675

16

72

36

7

5

計 139 177 166 159 170 811
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Fig.7.前 立腺 に対 す る手 術 年次 推 移

Table3-5,尿 道 の 手 術

1975-771978-801981-831984-861987～89言 十

経尿道的
尿道腫瘍摘除術

観血的尿道腫瘍
摘除術

尿道全摘術

尿道形成術

尿道下裂に対する手術

尿道狭搾に対する
手術

その他

2

0

1

2

3

12

2

0

2

2

12

2

2

3

1

4

0

5

3

12

1

2

2

2

10

4

15

1

0

5

3

8

2

5

4

5

13

8

37

14

46

11

計 22 23 26 36 27 134

判然としないが,進 行性精巣腫瘍における最近の化学

療法の進歩で当科では最初に高位精巣摘除術を行い,

その病理診断により放射線療法 またはPVB療 法 を

原則として第一選択としているため,近 年ではこれら

に対する手術は激減している.

結 語

以上,東 海大学病院泌尿器科における,開 院以来15

年間の手術統計について報告 した.
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Table3-6.陰 嚢 ・茎 陰 の 手 術

1975～771978-801981～831984-861987～89
計

高位精巣摘除術

単純精巣摘除術

精巣水瘤根治術

精索静脈瘤根治術

精巣固定術

精管一精管吻合術

精管切除術
精管結索術

環状切除術(小児)

精巣上体摘出術

精液瘤切除術

外傷後陰嚢形成術

人工精液瘤造設術

その他

4

28

16

1置
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1

9
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Table3-7.副 腎 ・後 腹 膜 の 手術

1975～7719フ8-801981-・831984'-861987～89計

副腎全摘術

副腎部分切除術

後腹膜リンパ節廓清術

その他

7

1

1

0

10

1

4

0

7

0

7

2

10

0

7

2

6

0

1

1

40

2

20

5

計 9 15 16 19 8 67
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